
家族
空に　海に　陸に

皆さんに親しまれてきました交通共済も、今年

で20年目を迎えます。しかし、交通災害は、一向

に減らないのが現状です。

そこで10月1日からは、見舞金の支給、加入で

きる人の範囲を広げるほか、見舞金もアップして

皆さんのご要望にお応えしていきます。

さあ、あなたも　モもしも寸　のときに備えるため

生まれ変わった交通共済に家族そろって加入しま

しょう。

今まで、陸上の交通災害を主体

としていましたが、今国からは飛

行機、船舶のほか、モノレール、

車いすの人身事故まで範囲を広げ

ます。

町内に住んでいる人だけでなく、親元を離れて他都市で

修学中の学生も、加入できるようになりました。この機会

に、ぜひご加入ください。

見舞金の最高額は、従来の100万円から120万円に引き上

げられます。

見舞金の請求は、事故発生の日がら1年以内に次の書類

を持参のうえ、役場住民課へ。

○共済契約領収書　○印かん　○交通事故証明書　○医

師の診断書　○死亡の場合は、戸籍謄本、住民票、死亡

診断書又は死体検案書

掛金は、1人年額500円ですが新しく加入される人は、出

資金として1世帯100円（再加入の方は不要）を。

各家庭にお配りした「交通共済仮申込書」にご記入のう　■ト

え、お申し込みください。

なお、65歳以上の人は、申し出により、掛金を町が負担

します。

加入・更新手続は、9月1日から受け付けます。

申し込みと問い合わせは、役場住民課住民係へ。

蹟タ　、
呈鰻ニ；ニ　　　　　　　 測 置

・綾 ′．・善 肖 ．・業務 清孝 烹

幸 雄 平 準 寿 牢 弊 豪
′、ｉｉ、・′；；－．、…項 享年 牲 ′藩 再 ．

′．津 、－．′鉦 、－、上 溝 帝、、＿′、ニ

誓深謀茶事浄 煩 労 隼 舞 叛

月の税　町県民税・国民健康保険税納期限は8月31日



親
学
級
だ
け
で
す
。
い
っ
し
ょ
に

お
む
つ
を
縫
っ
た
り
妊
婦
体
操
を

し
ま
し
ょ
う
。

●
対
　
象
　
妊
婦

●
内
　
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果

の
説
明
、
個
人
相
談
を
受
け
ま
す
。

●
注
意
事
項
　
①
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
⑧
で
き
る
だ
け
本
人
が
お

い
で
く
だ
さ
い
。

ん
か
？
児
童
相
談
所
か
ら
専
門
の
先
生
が
こ

ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
ま
す

●
と
　
き
　
9
月
2
日
（
金
〕
年
前
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
貿
保
健
所

●
予
　
約
　
希
望
者
は
健
康
対
策
係
へ

●

と

　

き

　

9

月

7

日

、

9

月

1

2

日

9

月

1

9

日

、

9

月

2

0

日

年
後
1
時
3
0
分
か
ら
4
時
3
0
分

ま
で

●
内
　
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
貧
血
、

血
糖
、
肝
機
能
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
な
ど
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
希
望
者
は
都
合
の
よ
い
日
程
で
、
健

康
対
策
係
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ひ
ふ

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で
悩
ん
で
い
る

お
母
さ
ん
、
食
事
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ

に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？

一
人
で
悩
ま
ず
、
み
ん
な
で
楽
し
く

除
去
食
の
作
り
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
と
　
き
　
9
月
2
1
日
（
水
）
午
後
1

時
3
0
分
か
ら
3
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

●
予
　
約
　
希
望
者
は
健
康
対
策
係
へ

●
日
程
と
場
所

▼
9
月
5
日
（
月
）

▼
9
月
1
9
日
（
月
〕

一
〇
二
耳
議
室

一
〇
一
会
議
室

い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら
母
子
手

帳
交
付
、
年
後
2
時
か
ら
母
親
学

級
を
行
い
ま
す
。

▼
9
月
2
6
日
（
月
〕
中
央
公
民
館
調

理
実
習
室
で
、
年
後
1
時
3
0
分
か

ら
3
時
3
0
分
ま
で
。
こ
の
日
は
母

毎
月
一
回
、
い
っ
し
ょ
に
町
内
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
く
ま
で
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
自

分
に
あ
っ
た
歩
き
方
を
学
び
ま
し
ょ
う

●
と
　
き
　
9
月
5
日
（
月
）
午
前
9

時
3
0
分
集
合
。
歩
く
時
間
は
1
時

間
3
0
分
程
度
で
す
。

●
と
こ
ろ
　
役
場
玄
関
ホ
ー
ル

●
と
　
き
　
9
月
2
8
日
（
水
）
午
後
1

時
か
ら
1
時
3
0
分
ま
で
受
付

●
と
こ
ろ
　
役
場
一
〇
二
公
議
室

●
料
　
金
　
各
五
百
円

●
定
　
員
　
乳
が
ん
5
0
人
、
子
宮
が
ん

8
0
人
。
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

●
申
込
み
　
役
場
健
康
対
策
係
へ
。

三
歳
の
こ
の
時
期
は
、
心
も
体
も
一

段
と
ひ
ろ
が
り
の
み
ら
れ
る
大
切
な
と

き
で
す
。
お
子
さ
ん
の
発
育
チ
ェ
ッ
ク

の
た
め
健
康
診
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
●
と
　
き
　
9
月
3
0
日
（
金
）
　
年
後

1
時
2
0
分
か
ら
2
時
ま
で
受
付

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所

●
対
象
児
　
昭
和
6
0
年
6
月
1
日
か
ら

7
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
。

対
象
児
に
は
個
人
通
知
を
出
し
て

い
ま
す
。

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳

き
れ
い
に
洗
っ
た
空
ぴ
ん
に
、
少
量

の
お
し
っ
こ
（
で
き
れ
ば
朝
起
き
た
時

一
番
の
も
の
）
を
採
取
し
て
こ
持
参
く

だ
さ
い
。

●
内
　
容
　
身
体
計
測
、
内
科
・
外
科

・
歯
科
の
検
診
及
び
育
児
相
談
と

指
導
を
行
い
ま
す
。

○
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

○
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
次
の
子
供
さ
ん
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

○
熱
が
あ
っ
た
り
、
下
痢
し
た
り
、

漫
性
疾
患
な
ど
に
か
か
り
体
調
の
悪

い
子
供

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供

〇
一
か
月
以
内
に
、
は
し
か
、
お
た

ふ
く
風
邪
、
水
痘
な
ど
の
ビ
ー
ル
ス

性
疾
患
に
か
か
っ
た
子
供

○
け
い
れ
ん
（
ひ
き
つ
け
）
を
起
し

て
一
年
以
上
経
過
し
て
い
な
い
子
供

※
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
問
診
票
は
会
場
に
あ
り
ま
す

●
対
象
児
　
2
歳
以
上
4
歳
未
満

●
日
程
　
〔
一
回
目
〕

〔
二
回
目
〕

〔
三
回
目
〕

〔
四
回
目
〕

9
月
1
日
（
木
）

9
月
2
2
日
（
本
）

1
0
月
1
3
日
（
木
）

1
1
月
2
9
日
（
火
〕

子
供
の
情
緒
の
発
意
の
遅
れ
や
、
性

格
、
育
児
の
方
法
な
ど
悩
ん
で
い
ま
せ

寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
人
と
そ
の
介

護
者
に
対
し
て
、
医
師
、
保
健
編
、
看

護
婦
が
家
に
お
伺
い
し
て
、
健
康
診
査

を
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
年
後
1
時
5
0
分
か
ら
2

時
3
0
分
ま
で
受
付

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
実
施
方
法

〔
第
一
期
の
接
種
〕
　
三
週
間
か
ら

八
週
間
の
間
隔
で
、
三
回
接
種

〔
第
二
期
の
接
種
〕
　
第
一
期
終
了

後
一
年
か
ら
一
年
六
か
月
経
過
し
た

ｌ
　
幼
児
で
、
一
回
の
み
接
種

●
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
印
か
ん
と
筆
記
用
具
を
持
参
し
て

く
だ
せ
い
。

（

こ
と
ば
の
遅
れ
や
身
体
発
達
の
遅
れ

て
い
る
人
に
対
し
、
北
九
州
総
合
療
育

セ
ン
タ
ー
か
ら
専
門
の
訓
練
士
を
招
き

言
語
訓
練
、
機
能
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●

と

　

き

　

9

月

2

日

、

9

月

1

6

日

、

午
後
1
時
か
ら
5
時
ま
で
。

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所

※
予
約
制
で
す
。
申
し
込
み
は
役
場
健

康
対
策
係
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
と
　
き

●
と
こ
ろ

9
月
9
日
（
金
）
午
後
1
時

遠
費
保
健
所
会
議
室

●
講
　
演
　
坂
口
信
貴
氏
（
北
九
州
市

立
デ
イ
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
）

※
参
加
は
自
由
で
す
。

Ｉ



●
と
　
き
　
9
月
1
3
日
（
火
〕
午
前
9

時
3
0
分
～
1
0
時
ま
で
受
付

●
と
こ
ろ
　
役
場
一
〇
一
会
議
室

●
対
象
児
　
6
3
年
4
月
1
0
日
か
ら
6
3
年

5
月
1
3
日
ま
で
に
生
れ
た
乳
児

●
内
　
容
　
身
体
計
測
、
発
育
状
況
の

観
察
、
そ
の
他
個
人
相
談

●
持
参
す
る
も
の
　
母
子
手
帳
と
バ
ス

タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
い
っ
た
オ

モ
チ
ャ

へ

査
、
肺
が
ん
検
査
は
、
各
五
百
円
。

●
定
　
員
　
成
人
病
検
診
1
0
0
人
、
胃
が

ん
検
査
8
0
人
、
肺
が
ん
検
査
2
0
人

●
申
し
込
み
　
役
場
健
康
対
策
係
へ
。

●
注
　
意
　
肺
が
ん
検
査
は
、
受
診
日

た
ん

7
日
前
か
ら
疾
を
取
り
ま
す
の
で

容
器
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日
程
と
場
所

9

月

2

日

9

月

7

日

健
康
相
談
室

机
　
山
　
荘

ニｌ；∴∴了
健康テレホンサービス
闇5る1－3181

ハイ　ハイ

ノー．サ

9 、、月・ノ：の

招 軽率性結麟炎 ′

：“・入れ

こ′・－．Å

歯枕鳴揉由来｛蜜のヰ亨薫
軽蝉中松旦栄養衰苓諒尋

・・・潅 海 舟裏 声 星空 聖鷺 誉 05．′
ビつき一′烹※芳養

逐 寿華を躯 を医者組 ぬ ‾ぇ如 来

ソ撃 読五十十㍉ 喜美 Ｅ91

瓢 ′Ｖｒ擬 姦まま

誉点ふ 誉空∴李∵穿

書　 初　 握…一一一一一一一一一　㍍辺腿

⑬　　 ⑬ 日中の人の動き29，5占7人… 四 国 …29 ，787人 出生‥‥‥ 34人

14，25 8人… 国 道 …14 ，拙 人 死亡‥‥・ 8人

1 5，29 9人 … 8 四 …15 ，〕71人 転入…… 8 8人

9，742世 帯…旺 辺 ・‥9，仙 2世帯 転出…… 14 2人

●
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
1
1
時

●
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相

談
、
ご
希
望
の
万
に
は
塩
分
テ
ス

ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
朝
作
っ
た

み
そ
汁
を
少
々
持
参
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
9
月
1
6
日
（
金
）
午
前
8

時
3
0
分
か
ら
1
1
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
猪
熊
公
民
館

●
内
　
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
、
医
師
の
診
察
、
血

液
検
査
（
貧
血
、
血
糖
、
肝
機
能
、

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
）

医
師
の
指
示
に
よ
り
心
電
図

●
料
　
金
　
成
人
病
検
診
、
胃
が
ん
検

町
で
は
、
各
公
民
館
単
位
で
成
人
病

検
診
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

各
公
民
館
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
人

は
、
開
業
医
で
も
検
診
が
受
け
ら
れ
ま

す
。実
施
医
療
機
関
は
、
町
内
の
内
科
、

外
科
、
整
形
外
科
の
各
医
院
で
、
期
間

は
1
0
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

残
り
期
間
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
年
に
一

回
は
、
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
成
人
病
検
診
の
日
程

9
月
1
6
日
（
金
）

1
0
月
2
0
日
（
木
）

1
1
月
1
6
日
（
水
）

1
2
月
7
日
（
水
）

1
月
2
2
日
（
日
）

猪
熊
公
民
館

古
賀
公
民
館

高
松
団
地
公
民
館

遠
賀
保
健
所

中
央
公
民
館

●救急車を呼ぶときの3つのポイント

1．救急事故などの発生場所と

近くの目標

2．どのようなケガが病気が

3．ケガ人や病人の現在の容態

（簡単に）

●救急医療7つの心得

1日ごろから自分の健康は自分で、家族の健康は家庭で守りましょう。

2　いざという時のために正しい応急手当の知識を身につけましょう。

3　なんでも相談できるホームドクター（かがりつけの医師）をもちま

しょう。

4　休日、夜間の急病は落着いて、まずホームドクターに相談しましょ

う。

5　休日の当番医をあらかじめ確かめておきましょう。

6　急病以外は、診療時間内に受診しましょう。

7　救急車の安易な利用はさけましょう。



戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地

域
に
強
制
抑
留
さ
れ
日
本
に
帰
還
し
た

人
々
に
、
慰
労
品
（
書
状
・
銀
杯
）
が

贈
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
う
ち

年
金
恩
給
な
ど
を
受
給
し
て
い
な
い
人

に
は
、
慰
労
金
と
し
て
十
万
円
（
二
年

償
還
の
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す

戦
後
強
制
抑
留
者
の
人
が
日
本
に
帰

還
後
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
と
き

は
、
遺
族
が
こ
れ
ら
の
贈
呈
、
支
給
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
贈
呈
、
支
給
は
、
本
人
ま

た
は
遺
族
の
請
求
に
も
と
づ
い
て
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
受
け
取
り

「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」
あ
て
直

接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
書
類
は
役
場
社
会
課
に

も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

請
求
期
限
は
、
昭
和
6
3
年
8
月
1
日

か
ら
昭
和
6
8
年
3
月
3
1
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
請
求
書
類
な
ど
の
送
付
先
お
よ
び
問

い
合
わ
せ
先

〒
1
1
2
　
東
京
都
文
京
区
大
塚
5
－
3

－
1
3
　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第
2
課
　
魯
（
0
3
〕
9
4
5
局

4

7

0

3

番

一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
堅
く
守
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

●

日

　

程

　

9

月

5

日

、

9

月

1

2

日

9

月

1

9

日

●
時
　
間
　
午
後
1
時
～
4
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
大
和
室

楽
し
い
社
交
ダ
ン
ス

あ
な
た
も
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
中

央
公
民
館
で
は
、
楽
し
い
趣
味
の
講
座

と
し
て
社
交
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

●
内
　
容
　
初
心
者
の
た
め
の
社
交
ダ

ン
ス

●
期
　
間
　
1
0
月
4
日
～
1
2
月
1
3
日

毎
週
火
曜
日
（
1
0
回
）
1
9
時
～
2
1
時 ●

場
　
所
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
定
　
員
一
般
成
人
　
男
女
各
2
0
人

●
受
講
料
　
無
料

●
申
し
込
み
方
法
　
9
月
1
6
日
（
金
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
　
「
講
座
申
込

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
水
巻
町
中
央
公
民
館

骨

2

0

1

局

0

4

0

1

番

郵
便
外
務
職
員
募
集

九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
管
内
の
郵

便
局
に
勤
務
す
る
郵
便
外
務
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
員
　
約
1
5
0
人
（
北
九
州

地
区
1
0
0
人
　
南
九
州
地
区
5
0
人
）

●
受
験
資
格
　
昭
和
3
3
年
1
月
2
日
か

ら
昭
和
4
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
募
集
期
間
　
9
月
1
日
～
6
月
1
0
日

●
弟
ｌ
次
試
験
日
　
1
0
月
9
日
（
日
）

●
第
二
次
試
験
日
　
1
1
月
上
旬
～
中
旬

●
試
験
地
　
北
九
州
市
な
ど
1
2
か
所

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

鯉
口
団
地
分
譲
住
宅
の
購
入
者
を
、

先
着
頓
で
受
付
中
で
す
。

●
募
集
戸
数
　
2
戸

●
販
売
価
格

二
、
二
〇
〇
万
円
～
二
、
三
五
七
万
円

●
敷
地
面
積
　
二
二
一
が
～
二
二
四
が

●
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県

住
宅
供
給
公
社
（
担
当
者
　
山
田
）

審

（

0

9

2

）

7

8

1

局

8

0

1

3

番

いつも安全、ひごろの点検
8月28日（日）～9月3日価は
建築物防炎週間です。

関東大震災が起きたのは、今から65年前の大

正12年9月1日です。

これを機会に、自分の建物や敷地の回りを総

点検して、大切な人命を、自分の責任で損なう

ことのないよう、十分注意しましょう。

主な点検項目

1．ブロック塀、よう壁、がけ等の安全性はど

うか。

2．屋根瓦、看板、外壁タイル等の安全性はど

うか。

3．旅館や店舗等の多くの人が利用する建物は

避難路に物が置かれていないか、防火シャッ

ターやエレベーターは安全に維持管理されて

いるか。

建物の規模や用途によっては、法定の技術者

（建築士等）に現状を調査をさせて、行政庁に

報告することが義務づけられています。

北九州土木事務所建築課（691－2761）

．－．．．－．．

芋三三こｒ　　　　　．　　　　　－

更生保護募金（564，600円）
こ協力ありがとうございました。

この募金は、犯罪者の自立更生を支えるための保護司
会の活動や、明るい社会の建設のために活用されます。

致 ；．無 ・区 名、音；．：貧さ．′登・；立 教 ′薫′袴 ．室尋益 城 ＿区：・舅．義 響 輯 ｉ三！；ノ・津 ノ．毛…ニ歪≦嶺 ‾！

立　 屋　 り敷 7 ，3 50 頃　 末　 南 33 ，54 0

み ず ほ 団 地 2 3 ，3 10 高　 尾　 団　 地 1 5 ，12 0

伊　 左　 座 1 1 ，4 10 机　 社　 宅 1，0 5 0

二　 町　 住 4 ，0 60 新　 生　 街 4 ，90 0

3 9 ，6 20 古　 賀　 団　 地 4 ，32 0

下 2 0 ，8 60 梅 ノ木 団 地 東 2 6 ，10 0

、下 ．ｒミニ　 町 住 4 ，0 00 梅 ノ木 団 地 西 7，50 0

入 江 興 産 社 宅 2 ，0 30 高　 松　 団　 地 4 2 ，0 0 0

吉　 田　 団　 地 ，5 3 ，7 0 0 樋　　　　 口 1 7 ，92 0

吉　 田　 Ｆ一 ．1 7 ，5 70 お　 か　 の　 台 5 0 ，40 0

吉　 ｒ　田　 二 2 9 ，4 70 猪　 能　 町 住 5 ，39 0

吉　 田　 三 3 3 ，7 90 猪　　　　 能 3 0 ，00 0

美 吉 野 団 地 1 6 ，4 50 古　　　　 賀 1 5 ，47 0

鯉　 口　 団　 地 8 ，8 4 0 机 5 ，60 0

鯉 口 分 譲 団地 4 ，8 3 0 頃　 末　 北 2 8 ，00 0



●

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
…
…

保
険
証
が
渡
せ
ま
せ
ん
．

保
険
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る
た
め
の
重
要
な
財
源
で
す
。
納
め
な
い
で
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
保
険
税
を
納
め
な
い
世
帯
に
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か

ら
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

¢
保
険
証
を
返
し
て
い
た
だ
く
翌
日
も

4

β
Ｔ

災
害
な
ど
、
政
令
で
定
め
ら
れ

た
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
保
険

税
の
滞
納
を
し
て
い
る
世
帯
の
世

帯
主
か
ら
は
、
保
険
証
を
返
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

¢
被
保
険
毒
格
証
明
書
を
発
行

お
医
者
さ
ん
で
診
療
を
受
け
た
場
合
、

一
時
全
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
後
日

申
請
を
す
れ
ば
、
国
保
か
ら
七
割
（
退
職
者

医
療
制
度
八
割
ま
た
は
七
割
）
相
当
額
を

お
支
払
い
し
ま
す
。
た
だ
し
こ
の
時
、
滞
納

保
険
税
を
全
額
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
証
を
返
し
て
い
た
だ
い
た

世
帯
に
は
、
保
険
証
の
か
わ
り
に

¢
保
険
証
を
再
交
付
す
る
と
き

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
を
お
　
　
ｑ

渡
し
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ

て
医
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

¢
お
と
し
よ
り
や
公
萱
け
て
い
香
人

七
十
歳
（
ね
た
き
り
の
人
は
六
十
五
歳
）
以
上
の

い
わ
ゆ
る
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
る
人

ま
た
は
厚
生
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
医
療
を
受
け

て
い
る
人
に
は
、
別
の
保
険
証
を
発
行
し
ま
す
。

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
と
は
関
係
な
く
、
こ
れ

で
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

保
険
税
を
完
納
さ
れ
た
と
き
、
ま
た
は

滞
納
額
が
減
少
し
ほ
ど
な
く
完
納
さ
れ
る

と
認
め
ら
れ
た
と
き
、
あ
る
い
は
政
令
で

定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
あ

ら
た
め
て
保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

¢
保
険
給
付
溜
し
止
め

政
令
で
定
め
も
れ
た
特
別
の
事
情
が
な

い
の
に
保
険
税
の
滞
納
を
し
ま
す
と
、
国

保
で
行
っ
て
い
る
保
険
給
付
の
全
額
ま
た

は
そ
の
一
部
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

納
税
は
、
私
た
ち
の
義
務
で
あ
り
、
自
主

的
に
納
付
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
町
税
の
未
納
額
は
年
々
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

税
務
課
で
は
9
月
を
徴
収
強
化
月
間
と
し

て
、
会
社
訪
問
や
夜
間
徴
収
な
ど
を
実
施
し

滞
納
者
の
一
掃
を
目
指
し
ま
す
。

滞
納
者
の
中
に
は
、
町
税
の
払
い
込
み
納

付
書
を
な
く
し
た
と
か
、
口
座
振
替
時
に
預

金
残
が
な
か
っ
た
と
か
、
納
期
限
を
ま
っ
た

く
忘
れ
て
い
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
納
期
限
ま
で
に
ど
う
し
て

も
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
必
ず
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

納
付
も
な
く
、
連
絡
も
な
い
悪
質
な
未
納

者
に
は
、
財
産
や
給
与
な
ど
の
差
押
え
を
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

8
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
と
町
県
民
税

の
納
付
月
で
す
。
納
付
は
お
済
み
で
し
ょ
う

か
？

差押えをしました

5 ヰ件（昭和63年7月現在）

差押えとは、滞納者の財産を強

制的に取り上げたり、その使用ま

たは処分を禁ずることです。

差押えをしてもなお納付のない

場合は、これを強制的に競売など

にかけます。

競売で得た収入は、滞納税金に

充てられることになります。



／細．、、

Ｊ■■＼

◎ 三 1 乳酪藍遥遠唖唖儲腔

▲
短 領 敲 蛍 潰 温 鼠湘 讃詞狂喜数滴 馳 脛監疎

日 曜 行　　 事 ．　 名 時　　 間 場　　　 所 問い合わせ 日 曜 し　 尿　 収　 集　 地　 区

1 本

雷再針

三　　 種　　 混　　 合 13：50一一14：30 中 央 公 民 館 健康対策係 1 ㈱
立屋敷　 頃末 （1 ・2 ・3 ・4 ・7 ・10区）

猪熊6 区

．健康対策係 童彿 吉田二 6区　 吉田三5 区　 填禾 （7 ・8 ・棲．‥・．厳′‾．′柏・′．．・鰍 蛤潮輯鉦髄 健牒日射許凄

心 ＿‾－′．理 ；＿、．・・、．．潮 ・．こ・．－‾．患 ．10油0～15：㈲ ．遠濱 保 線 所．－・健康対策係
16 ・22 ・23区）　 猪熊 2 区

癖 、‾漂 ㍉嶺「■酪 蹄㊦ザ精華 遠享頚 潔 癖 所十勝産対策係 学田
吉田三 （2 ・5 区）　 填末 （唐熊県住）

．み．＿・‾宏一‾薯．、学　 級 蛤加 亘妹鵬 ・、中 央蕊 道髭蝉 申努公民率 猪熊10区

5　月

十 重－

5 ぬ
吉田二 （1 ・2 区 ・御輪地）　 吉田三 （1

・2 ・3 ・5 ・6 区）　 噴禾 （22 ・別区 ・歩　　 こ　　 う　　 会 9 ：30一一 役 場 玄 関 前 健康対策係

母　 子　 手　 帳　 交　付 13：00′－14：00

14：00へ・15：00

101 会　 議 ．室 健康対策係

健康対策係

唐熊県住）　 猪熊 （2 ・4 ・5 区）

6、的

吉田二 （御輪地）　 吉田三 （6 ・8 ・11区 ・
緑風園 ・車返し）　 猪熊 （2 ・3 ・10区）

母　　 親　　 学　　 級 101 会　 議　 室

心　 配　 ご　 と　相「談 13：00′－16：00 中 央 公 民 館 ・社会福祉協 月2 回まわり （太洋社 ・環整）

家 庭 ‡裁 く鼓鴻日 掛 十頼義華氏癖 7 彿 下二 （7 ・8 区）　 林住宅　 吉田三 （緑風

園）　 懐禾 （5 ・17区）
舷 側～絃 掬 沖 …亙 麗 軽 率

7　水

．鴻 、．、＊

健　　 康　　 相　　 談 10：00′－11：00 机　　 山　　 荘

凍 ′衆 豪 華 蝉

健康対策係
8、榊

吉田三 （垣添町住）　 噴末 （9 ・10 ・12 ・

訪　　 問　　 診　　 査 13：30′－ 健康対策係 15 ・19 ・20 ・21 ・25区）　 新生街

昏率

立屋敷　 伊左座　 下二　 吉田－ （川端通 り）

．見て学ぶ ・‾、 採掘 軽姉爛 ′　中央盛民飽

健康対策係

頃末 （6 ・18 ・21区 ・松栄荘団地 ・みずま
柚 綿 渚 車 尋 宰 瑚 蛤 き苑）

9　金 13：00～
10′旭

二 （1 ・3 ・5 ・6区）下二 6区　 吉田－
（4 ～ 8 区 ・片山）吉田二 （13～16区 ・滑石 ・精神障害者家族の集い 遠 賀 保 健 所

み　 ま　 き　 学　 級 10：00～15：00 中 央 公 民 館 中央公民館 宮尾 ・本村）　 美吉野団地　 頃禾 （11 ・13 ・
14区 ・松栄荘団地）

亘や

12 月

女ポー衷 細錦 上
－
謎喜蜜喜躯圭 癖 躊 蹟 各

1琴曲

立屋敷 （3 区）　 二 （1 ・6 区）　 下二
．轟 輪 郭 蛛 針 （1 ・3 ・4 区）　 吉田－ （3区 ・月夜待）

土田‾ （3 ・5 ・11 ・12 ・15区 ・大橋県道

中 央 公 民 館

訪　　 問　　 診　　 査

心　 配　 ご　 と　相　談

13：30～

13：00～16：00

健康対策係

社会福祉協

Ｊ。この′

3．′‾こ

健康対策係

ロ　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同ノ
筋 ・本村）美吉野団地　 古賀　 猪熊

13 蠣

二　 二町住　 吉田－1 区　 吉田二 （6 ・7

・8区 ・宮尾 ・御輪地 ・大橋県道筋 ・イワ
ゼ町住）　 美吉野団地　 古賀　 新生街背 教 料 料 料 料 料 軒

16 金

柑　日

人病 ・胃 ・肺がん検診

薫※※

8 ：30～11：00 猪 熊 公 民 館
14 彿 ニ町住　 下二町住　 吉田－ （3区 ・商店街）

吉田三 （車返し）

療　　 育　　 訓　 練 13：00一一17：00 遠 賀 保 健 所 健康対策係
1．寧嘩 吉田団地 （19～22 ・27～36 ・37～43 ・46～

み　 ま　 き　 学　 級 13：00へ一15：00 中 央 公 民 館 中央公民館 56棟）　 机

・如 帽 義 援鮮 音大幸 来 示 立 像

こ誉※義首

如 扁 「 公準 育粟島針

健康対策係

17 田、

二（野間町住） 吉田団地 （1～ 6 ・8 ～10
線 月 瀾 上素麺碗 如一義ニ ・16～18 ・23～26 ・44 ・45 ・57 ・83～86 ・

94～101 ・109～113棟）　 樋口（卯月 ・中井樋口）

19 月

牢 率

21 水

母　 子　 手　 帳　 交　 付 13：00～14：00 101 会　 議 ．室

柑 矧
二 1区　 吉田団地 （7 ・11～15 ・60～71 ・

母　　 親　　 学　　 級 14：00～15：00 101 会　 議　 室

中 央 公 民 館

健康対策係 72 ・73 ・76～82 ・87～93 ・102～105 ・108棟）

訪　　 問　　 診　　 査

心　 配　 ご　 と　相　談

訪誉 問．、、酪 ㍉ 懐

13：30～

13：00、16：00

健康対策係

社会福祉協

…海康対華族

樋口　 猪熊

袈目地
立屋敷3 区　 下二 （1 ・2 ・3 区）　 吉田

団地分譲　 猪熊町住　 月2 回まわり （環整）
ｌｊ：諏～‾滋

21 姉
二 Ｃｌ・2 区）　 下二 2区　 吉田二 （9 ～

家　 庭　 教 育 学 紘 一′

ア　 ト　 ピ　ー　 の　会

無援嶺譜霧ぷ糠宣誓∴点※※遼

描 細養凄：ン′．、レ

13：30′－15：00

珠だ雷発光☆賞焦∴漁埠頭蝉軽部

つ－こ・溜討 ‡車乗公民館

健康対策係

圭細 掬 喪係

社会福祉協

12区・本村）　 古賀県住　 月 2 回まわり
（太洋社）

中 央 公 民 館 22′弼 伊左座 2区　 ニ （1 ・3 ・4 ・6 区）
樋口　 猪熊

中 央 公 民 館
及 び 前 広 場

封 出

26 柳

27 ㈹

28 鮒

2針粗

伊左座 （2 ・3区）　 二 （1 ・4 ・5区）

23 金 福 祉 ま つ り 10：00～16：00
下二 （4 ・7 ・8 ・10区 ・双葉荘 ・幼稚園
通 り）　 樋口　 （赤水 ・川端通り）

伊左座 （3 ・5区）　 ニ 2区　 下二 （5 ・

6 ・7 区 ・幼稚園通り）　 猪熊
鴻 揚 こＷツ＿単 ．、・親 ：′、′・、単 一．．．廉 ．蛛謡養蜂㊦ 寺瀦康対策係

27 火 食　 進　 会　 大　 会 9 ：30ノー 中 央 公 民 館 健康対策係 立屋敷3 区　 みずほ団地（1～ 4 区）

簿 ．．諌 鞍彿有 ．‾車軸 豆 接診 線 湖岸緑葡
伊左座2 区　 みずほ団地 （1～ 5 区）

樋口　 猪熊
30 金 3　歳 児 健 康 診 査 13：20～14：00 遠 賀 保 健 所 健康対策係

み　 ま　 き　 学　 級 10：00～15：（粕 中 央 公 民 館 中央公民館


